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青葉保育園   日下部  敦子先生

山と海とに囲まれたのどかな環境の中
で、小規模な保育園ならではの家庭的な
雰囲気を大切に、笑顔と元気いっぱいの
保育園であるよう務めていきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

新任園長先生の紹介

親子であそべる おすすめスポット親子であそべる おすすめスポット
★児島公園★
（倉敷・児島編）

★酒津公園★
　春になると桜で埋め尽くされる酒津公園。桜だけでなく、子
どもたちが植えた花を楽しむこともできます。春は花、夏は小
川で水遊び、秋は紅葉の中の広場で遊び、冬はアスレチック型
遊具で体を動かして温ま
る、そんな年中楽しめる
公園です。公園の中はい
つも子どもたちの楽しそ
うな歓声でいっぱいで
す。皆さんも是非遊びに
行ってみてくださいね！

　JR瀬戸大橋線児島駅から西へ徒歩２分程の所にある公
園です。複合遊具や広場、噴水のオブジェなどがあります。
また、サッカーや自転車の練習もできるくらいの広大なグ
ラウンドと、その周り
には遊歩道もありま
す。お休みの日には、
親子で思いっきり身
体を動かして遊んで
みてはいかがでしょ
うか？
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砂をバケツに半分位入れ水を入れながら
スコップでかき混ぜる。

砂全体が湿った状態
になるまで水を足し、
容器いっぱいにする。

　の上に小さいバケツを置
き、　　　　と同様に行う。一
番上に飾りをつけてもよい。

大きい容器から順に
ゆっくり抜き取り、
土台周辺を固める。

コテで階段や窓を作る。 土台周辺を掘り下げると立
体的になり、城が完成する。

砂
作
でお城を

って

基本の行程を応用
して

新幹線が
できました！

1 準備するもの

みよう！



災害に備えての取り組み 南海トラフ大地震

防災教育

防災訓練をしました

5歳児が体験学習をします！

誰かが助けを呼んでいるよ！
〈ジャッキを使った救助体験〉
くまさん（ぬいぐるみ）がガレキの下敷きになっ
たら、どう助けたらよいか？

揺れたらダンゴ虫 〈机にもぐる姿勢〉防災とはどういうことかを絵本や
お話で教えてもらう。

震災は、いつ起こるか分かりません。
この度の訓練をもとに職員一同
より連携を深めていきたいと思います。

〈お問い合わせ〉倉敷市防災危機管理室　
　　　　　　  TEL（086）426-3131

１. 役割分担を決める
2. 危険箇所のチェック
3. 安全な空間を確保
4. 非常持出品のチェック
5. 防災用具などの確認
6. 連絡方法や避難場所の
　 確認

倉敷市内の認可保育園・認定こども園では、
毎月園内で火災や地震発生時の避難訓練を
行っています。さらに大地震・台風・津波を想
定し園外への避難訓練を実施し、職員も子ど
もも災害に対する意識を高めています。

～備えあれば憂いなし～

家族で話し合っておきましょう！
1歳児、2歳児の

子ども達の移動は、一人転ぶと

将棋倒しになってしまったり

靴が脱げてしまったりと

想像以上に大変でした。

1 2

3 4

●30年以内の発生確率 70％程度！
●倉敷市でも震度 6強の予想。
●最大津波高 3.2メートルが
　想定されています。
●液状化現象・浸水の恐れあり。

みなさん
知っていますか？
※自分の住んでいる場所の
　想定される災害・身近な
　避難場所を確認しておき
　ましょう　

けがをしないように避難しよう！
〈卵の殻踏み体験〉
ガレキの上を歩くとはこういう感覚。

避難からおよそ20〜30分で

全園児、第2避難所まで

避難できました！

みんな、よく歩いたね！

0歳児…おんぶと避難車。

1歳児…避難車や徒歩。

2歳児…先生や友達と手を繋いで。

3歳児…5歳児と手を繋いで。

4歳児…全園児の先頭をだまって

　　　　早く歩く。

〈避難方法〉

子ども達は、

放送をよく聞いて

駐車場まで避難しました！

さあ、これから第2避難所を

めざして出発です。

「震度7の地震が発生しま
した…」の放送で始まった
避難訓練。
「揺れはおさまりました
が、大きな津波がきそうで
す…」と、次の放送です。

ホームページに
掲載してあります。
ご覧下さい。

非常持出品の
準備物

非常持出袋は、

背負える物にして    

いつでも持ち出せる

場所に備えて

おきましょう。

家庭で出来る防災対策

低年齢児も
防災ずきんをかぶって

避難訓練に参加します
！

低年齢児も
防災ずきんをかぶって

避難訓練に参加します
！
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